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明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
当
連
盟

創
立
40
周
年
記
念

行
事
も
無
事
成
功

裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
は
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
連
盟
総
会
・
新
年
会
は
四
国
・
徳
島
で

開
催
し
ま
し
た
。
常
三
島
支
部
の
方
々
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
７
月
に
は
当
連
盟
第
13

回
世
界
大
会
が
チ
ェ
コ
共
和
国 H

radec K
ralove

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
支
部
・
会
員
・
後
援
者
の

皆
様
に
は
ご
理
解
賜
り
ご
支
援
ご
協
力
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
世
界
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す

る
選
手
は
、
國
際
松
濤
館
そ
し
て
日
本
人
空
手
家

と
し
て
の
責
任
と
矜
持
を
持
ち
、
そ
の
場
に
立
ち

戦
え
る
こ
と
に
感
謝
し
、
精
一
杯
の
努
力
を
傾
注

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
大
会
・
試
合
は
各
々
の
成
長
の
た
め
に

非
常
に
大
切
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
連
盟

の
空
手
は
「
武
道
空
手
」「
生
涯
空
手
」
を
元
に
、

金
澤
弘
和
宗
家
が
ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
造
り

あ
げ
ら
れ
た
空
手
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
当
連
盟
も
国
際
大
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
と

行
事
に
追
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
自
身
も
ま
た

会
員
の
皆
様
方
に
も
、
も
う
一
度
「
空
手
と
は
？　

国
際
松
濤
館
と
は
？
」
と
自
分
に
問
い
直
し
、
足

を
地
に
つ
け
稽
古
に
励
む
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。本

年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

押
忍
‼

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
は
チ
ェ
コ

世
界
大
会
の
年
で

あ
り
ま
す
。
開
催

国
チ
ェ
コ
は
２
年

前
に
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｆ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
会

を
開
い
て
盛
会
裡

に
終
了
し
た
実
績

が
あ
り
、
今
回
の

世
界
大
会
に
万
全
の
準
備
を
し
て
７
月
を
待
っ
て

い
ま
す
。

更
に
今
年
は
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
に
替
わ

り
、
歴
史
の
変
わ
り
目
に
立
ち
会
っ
て
い
る
厳
か

な
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

そ
の
希
望
の
年
の
初
め
の
、
徳
島
で
の
総
会
・

新
年
会
は
連
盟
始
ま
っ
て
初
め
て
の
四
国
開
催
で

あ
り
記
憶
に
残
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
活
発
で
有

意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
会
が
楽
し
く
終
了
し
、
皆
様
か
ら
鳴
戸
の

渦
潮
、
大
塚
国
際
美
術
館
、
阿
波
踊
り
会
館
、
ド

イ
ツ
村
等
の
訪
問
を
含
め
交
流
を
楽
し
ん
だ
こ
と

な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
い
親
睦
の
場
の

設
定
に
骨
を
折
っ
て
下
さ
っ
た
常
三
島
支
部
の
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
良
き
雰
囲
気
の
ま
ま
心
を
世
界
大
会
に
移

し
、
世
界
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
行
事
を
是
非

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
Ｓ
Ｋ
Ｉ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
は
稽
古
を
通
じ
て
技
術
を
学
ぶ
と

同
時
に
人
間
形
成
、
自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
強
い
精
神
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。

き
れ
い
な
眉
の
形
を
し
た
丸
い
山
、
徳
島
市
の
夜

景
を
望
め
る
眉
山
の
頂
で
31
年
度
総
会
・
支
部
長
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
会
で
は
香
港
か
ら
参

加
の
P.
ク
ッ
ク
有
段
者
会
長
も
三
味
線
の
音
色
に
耳

を
傾
け
、
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

第13回チェコ世界大会の年
平成31年度 総会・支部長会議開催

H31年2月2日 かんぽの宿 徳島

徳島阿波おどり空港

受付ロビーにて

眉山より吉野川を望む

客人を歓待する祖谷・蕎麦米の汁

…
…
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…

館　

長金
澤 

伸
明

首
席
師
範

村
上 　

学
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◎
第
一
号
議
案

　

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
12
月
31

日
ま
で
）
事
業
報
告
書
、
活
動

計
算
書
、
賃
借
対
照
表
お
よ
び

財
産
目
録
承
認
の
件

◎
第
二
号
議
案

　

平
成
31
年
度
（
平
成
31
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
12
月
31

日
ま
で
）
事
業
計
画
承
認
の
件

◎
第
三
号
議
案

　

平
成
31
年
度
収
支
予
算
書
承

認
の
件

◎
第
四
号
議
案

　

役
員
の
変
更
に
つ
き
承
認
の

件［
理
事
］
金
澤
弘
和
、
澤
田
茂
、

斉
藤
栄
吉
、
藤
島
正
弘
、
金
澤

伸
明
、
村
上
学
、
牧
野
仁
彦
、

榊
原
一
彦

［
監
事
］
小
穴
敏
行
、
高
橋
寿

平
成
31
年
度（
第
17
期
）

通
常
総
会

平
成
31
年
度

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｆ
事
業
計
画

◎
平
成
31
年
1
月

7
日（
金
）仕
事
始
め

12
日（
土
）鏡
開
き
（
総
本
部
道

場
）

18
日（
金
）〜
20
日（
日
）寒
稽
古

（
同
右
）

◎
8
月

9
日（
金
）昇
段
審
査
・
全
国
支

部
長
会
議
審
判
員
・
監
督
会
議

（
総
本
部
道
場
）

10
日（
土
）11
日（
日
）第
39
回
全

国
大
会
（
大
田
区
総
合
体
育
館
）

◎
9
月

28
日（
土
）総
本
部
昇
級
・
昇
段

審
査
会
（
総
本
部
道
場
）

◎
10
月

26
日（
土
）27
日（
日
）秋
期
技
術

講
習
会
及
び
審
判
講
習
会

◎
12
月

1
日（
日
）第
5
回
関
東
地
区
少

年
・
少
女
大
会
（
千
葉
県
松
戸

市
）

参
加
者

金
澤
伸
明
館
長・

村
上
学
首
席
師

範
《
北
海
道
》

斉
藤
栄
吉
・
寺

田
徹
也
《
富
山

県
》
庄
司
宗
令・

山
田
幸
一・
榊
原

一彦
・
加
藤
啓
史
・

本
田
孝
則
・
浦

本
聖
矢
《
千
葉

県
》
重
田
紀
元・

高
浦
保
男
・
鎌

田
広
《
神
奈
川

県
》
仲
島
末
吉・

岩
田
雄
次
・
小

田
為
基
《
東
京

都
》
牧
野
仁
彦・

小
穴
俊
行
・
入

江
喬
介
・
佐
竹

茂
男
・
丸
浦
世

造
・
馬
場
眞
二
郎

《
大
阪
府
》
亀

山
佳
務
《
三
重

県
》
田
野
田
直

樹・橋
爪
隆
《
兵

庫
県
》
高
橋
和
也
《
福
岡
県
》
鈴
木
直
美
《
総
本
部
》
岩
井
覚
・
鈴

木
隆
昭
・
田
中
慎
二
・
金
澤
大
藏
・
金
澤
文
敏
・
樫
野
寿
俊
・
窪
倉
陽
子
・

ポ
ル
・
ウ
グ
ロ
《
徳
島
県
》
ヘル
ベル
ト
・
ウ
ル
フ
・
西
本
沙
知
子
・
桑
原
恵
・

桑
原
類
史
・
高
橋
陽
子
・
田
村
富
子
・
塚
本
章
宏
・
塚
本
清
子
・
中
川

ま
な
み
・
中
川
樹
・
中
川
穂
《
香
港
》
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ッ
ク

主
な
議
題

審
査
会
（
総
本
部
道
場
）

29
日（
金
）〜
31
日（
日
）第
6
回

国
際
セ
ミ
ナ
ー
（
高
校
生
以
上

の
茶
・
黒
帯
対
象
）
大
盛
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◎
4
月

初
旬
〜　

平
成
31
年
度
資
格
更

新
及
び
新
規
登
録
受
付

6
日（
土
）7
日（
日
）世
界
大
会

シ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
合
同
強
化

練
習
（
総
本
部
道
場
）

27
日（
土
）28
日（
日
）マ
ス
タ
ー

ズ
強
化
練
習
（
同
右
）

◎
5
月

初
旬　

第
39
回
全
国
大
会
出
場

申
込
開
始

18
日（
土
）19
日（
日
）シ
ニ
ア
及

び
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
合

同
強
化
練

習
（
武
道

研
修
セ
ン

タ
ー
・
勝

浦
市
）

◎
6
月

15
日（
土
）

16
日（
日
）世
界
大
会
シ
ニ
ア
強

化
練
習
（
総
本
部
道
場
）

22
日（
土
）23
日（
日
）世
界
大
会

マ
ス
タ
ー
ズ
強
化
練
習
（
同
右
）

29
日（
土
）総
本
部
昇
級
・
昇
段

審
査
会
（
同
右
）

◎
7
月

19
日（
金
）〜
21
日（
日
）第
13
回

世
界
大
会　

チ
ェ
コ
共
和
国

26
日（
金
）〜
28
日（
日
）関
東
地

区
及
び
久
が
原
道
場
夏
合
宿

（
千
葉
県
九
十
九
里
）

監査報告

支部紹介

同じアホなら踊らにゃソンソン

受付：常三島支部の皆さん

［
評
議
員
］
三
浦
勝
、
石
川
博

史
、
古
賀
陸
太
、
加
賀
三
郎
、

平
澤
高
志
、
窪
倉
陽
子
、
高
山

茂
和
、
吉
岡
徹
典
、
鈴
木
隆

昭
、
田
中
慎
二
、
仲
島
末
吉
、

石
川
寿
広
、
中
村
雄
生
、
加
藤

啓
史
、
増
田
俊
太
郎
、
岩
田
雄

二
、（
新
任
）高
橋
順
一
、
高
浦
保

男
、
吉
村
圭
司
、
田
辺
寛
治
、

金
澤
大
藏（

任
期
２
年
、
敬
称
略
）

◎
2
月

2
日（
土
）第
17
回
総
会
（
支
部

長
会
議
及
び
新
年
会　

徳
島
県

徳
島
市
）

16
日（
土
）17
日（
日
）世
界
大
会

シ
ニ
ア
強
化
練
習
（
総
本
部
道

場
）

◎
3
月

初
旬
〜　

平
成
31
年
度
称
号
審

査23
日（
土
）総
本
部
昇
級
・
昇
段

21
日（
土
）昇
級
・
昇
段
審
査
会

及
び
納
会

25
日（
水
）稽
古
納
め

◎
次
年
度
1
月

8
日（
水
）総
本
部
仕
事
始
め

11
日（
土
）鏡
開
き

17
日（
金
）〜
19
日（
日
）寒
稽
古

◎
2
月

1
日（
土
）第
18
回
総
会
（
支
部

長
会
議
及
び
新
年
会
）
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パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
訪
問
記

２
０
１
８
／
9
／
27
〜
２
０
１
８
／
10
／
1

宮
古
支
部

　

支
部
長
交
代

首
席
師
範 

村
上
　
学

新
支
部
長

大
久
保
綾
馬

前
支
部
長

盛
合
　
徳
朗

海
外
活
動
状
況

国
内
活
動
状
況

指
導
日
程

【
金
澤
伸
明
館
長
】

◎
Ｈ
18
年
10
月
29
日
〜
31
日
デ
ン

マ
ー
ク
・
11
月
1
日
〜
11
日
ベ
ル

ギ
ー
・
11
月
12
日
〜
19
日
ス
ペ
イ

ン
・
11
月
20
日
〜
27
日
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
11
月
28
日
〜
12
月
5
日
ス
イ

ス
・
12
月
12
日
〜
19
日
香
港
◎
Ｈ

19
年
1
月
25
日
〜
30
日
Ｕ
Ａ
Ｅ
オ

マ
ー
ン
・
3
月
1
日
〜
6
日
ハ
ワ

イ
・
3
月
12
日
〜
19
日
イ
ス
ラ
エ

ル【村
上
学
首
席
師
範
】

◎
Ｈ
18
年
11
月
1
日
〜
8
日
ド
イ

ツ
・
11
月
9
日
〜
12
日
チ
ェ
コ
・

11
月
13
日
〜
20
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

11
月
22
日
〜
27
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

12
月
5
日
〜
11
日
ロ
シ
ア
・
12
月

16
日
〜
21
日
香
港
・
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
◎
Ｈ
19
年
1
月
11
日
〜
17
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
1
月
18
日
〜
28
日

イ
ン
ド
・
マ
イ
ア
ミ
・
2
月
19
日

　

２
０
１
８
年
９
月
27
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
（
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）・
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
州
・
ケ
ビ
エ
ン
に
滞
在
、

指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　

ケ
ビ
エ
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ブ
リ
ス
ベ
ン
か
ら
Ｐ
Ｎ
Ｇ
首
都

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
ま
で
航
路
３

時
間
、
乗
り
換
え
て
ま
た
２
時
間

半
、
ラ
バ
ウ
ル
の
北
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
辺
境
の
地
に
空
手

が
根
付
い
た
の
は
、
当
連
盟
会
員

の
古
西
勇
太
氏
が
２
０
１
４
年
９

月
か
ら
二
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
隊
員

と
し
て
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
州

政
府
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発（
任

務
：
現
金
収
入
の
向
上
）
を
目
的

と
し
赴
任
さ
れ
て
い
た
際
、
任
務

の
傍
ら
空
手
道
の
指
導
を
始
め
ら

れ
（
そ
の
時
は
屋
外
、
空
き
地
や

海
岸
で
の
稽
古
だ
っ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。）、
古
西
氏
が
Ｐ
Ｎ
Ｇ
を

離
れ
ら
れ
た
後
も
同
氏
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
元
、
残
さ
れ
た
会
員
達
が

稽
古
を
継
続
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

古
西
氏
の
言
葉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
空
手
道
の
指
導
は
職
場
で
の
仕
事

を
終
え
た
後
に
実
施
し
て
お
り
ま

し
た
。
未
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
材
開
発
を
通
し
て
雇
用

創
出
、
収
入
向
上
に
繋
げ
、
各
々

の
自
立
と
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る

こ
と
の
大
切
さ
を
空
手
道
を
通
し

て
伝
え
る
こ
と
に
尽
力
し
て
お
り

ま
し
た
。」
そ
し
て
、
会
員
達
は
今

も
そ
の
教
え
を
守
り
、
空
手
道
に

夢
を
託
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
生
が
滞
在
し
た
の
は
、
ケ
ビ

エ
ン
市
街
か
ら
ま
た
離
れ
た
集
落

で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ん
て
も
っ

て
の
外
、
水
道
・
ガ
ス
は
な
く
、

電
気
、
テ
レ
ビ
の
電
波
さ
え
も
殆

ど
の
家
が
通
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

雨
水
を
飲
み
、
水
浴
し
、
火
を

お
こ
し
料
理
を
作
り
、
暗
く
な
っ

た
ら
寝
る
、
そ
の
よ
う
な
原
始
的

な
生
活
で
す
。
子
供
も
大
人
も
明

る
く
、
非
常
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

す
が
、
明
日
か
ら
の
生
活
よ
り
も

今
日
一
日
を
生
き
抜
く
こ
と
が
何

よ
り
で
す
。

　

道
場
、
そ
し
て
小
生
が
滞
在
し

た
Ｖ
Ｉ
Ｐ
（
？
）
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

も
会
員
、
協
力
者
が
資
材
か
ら
用

意
し
て
自
分
達
で
建
て
た
も
の
で

す
。
小
生
も
滞
在
中
は
現
地
の
人

と
同
じ
生
活
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。

　

稽
古
は
若
い
青
年
達
が
中
心
で

す
が
、
皆
と
て
も
礼
儀
正
し
く
、

一
所
懸
命
に
稽
古
し
ま
す
。
チ
ー

フ
は
ま
だ
18
歳
（
当
時
）
の
ジ
ュ

デ
ン
君
、
今
回
弐
段
位
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
指
導
者
が
い
な
い
中
、

ま
た
空
手
の
ビ
デ
オ
・
動
画
を
見

る
こ
と
も
難
し
い
状
況
で
、
こ
こ

ま
で
上
達
出
来
る
の
か
と
驚
か
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
古
西
氏
か
ら
指

導
さ
れ
た
基
本
を
忠
実
に
繰
り
返

し
、
空
手
に
対
す
る
彼
の
真
摯
な

情
熱
か
ら
な
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
空
手
に
対
し
純
粋
に
、

そ
し
て
他
に
は
何
も
見
え
な
か
っ

た
（
!?
）
自
分
の
高
校
生
の
頃
が

重
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
年
配
、
協
力
者
の
方
々

に
は
「
空
手
は
若
者
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
の
も
の
だ
か

ら
。」
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
今
後

は
年
配
ま
た
障
害
の
あ
る
方
た
ち

に
も
広
め
て
い
き
た
い
と
希
望
を

持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
先
の
大
戦
か
ら
短
期
間

で
大
き
な
経
済
成
長
を
遂
げ
た
日

本
に
憧
れ
を
持
っ
て
お
り
、「
空
手
」

を
通
し
て
日
本
に
学
び
た
い
、
青

少
年
の
人
生
の
未
来
に
続
く
何
か

を
得
た
い
と
熱
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
２
年
前
に
ジ
ュ

デ
ン
君
は
じ
め
数
名
が
来
日
、
総

本
部
道
場
で
稽
古
し
た
際
、
そ
の

意
気
に
感
じ
て
約
束
し
た
も
の
が

（
夕
食
に
行
き
、
酔
っ
た
勢
い
が

あ
っ
た
の
も
確
か
で
す
が
…
）
実

現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
時
に
自

分
が
締
め
て
い
た
黒
帯
を
ジ
ュ
デ

ン
君
に
贈
り
、
自
分
の
訪
問
ま
で

に
こ
の
帯
が
白
帯
に
な
る
よ
う
稽

古
す
る
よ
う
に
と
伝
え
ま
し
た
が
、

今
回
、
彼
の
帯
は
実
に
使
い
こ
な

さ
れ
磨
り
減
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
30
年
間
の
海
外
指
導
で

１
０
０
ヶ
国
近
く
を
廻
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
訪
問
は
本
当
に
特
別

で
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
も
う
一
度
。」
と
言

わ
れ
た
ら
、
腰

が
引
け
る
の
も

事
実
で
す
が
。

　

滞
在
中
、
そ

の
数
日
間
で
何

回
も
『
泣
き
』

が
入
ろ
う
と
し

た
自
分
を
、
先

の
大
戦
中
、
此

の
地
で
母
国
の
為
に
必
死
で
戦
っ

て
い
た
だ
い
た
先
人
日
本
兵
に
想

い
を
馳
せ
、
日
本
人
と
し
て
、
そ

し
て
空
手
家
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
「
日
の
丸
」
を
背
負
っ
て
、
世

界
に
誇
る
べ
き
日
本
の
伝
統
文
化

の
一
つ
で
あ
る
「
空
手
道
」
の
普
及

発
展
の
為
、
斯
道
を
進
ん
で
い
こ

う
と
心
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

　

國
際
松
濤
館
の
会
員
の
皆
さ
ん
、

我
々
に
は
世
界
中
至
る
と
こ
ろ
に

仲
間
・
同
士
が
お
り
、
金
澤
宗
家
、

先
人
達
の
理
想
の
空
手
道
を
実
現

す
べ
く
、
空
手
の
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
我
々
は
空
手
母
国
の
空
手

家
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
と
突

き
、
ひ
と
蹴
り
に
魂
を
込
め
、
皆

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
も
ケ
ビ
エ
ン
の
空
手
家
達

は
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、

手
作
り
の
道
場
で
一
所
懸
命
に
稽

古
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
押
忍
!!!

岩
手
県
宮
古
市
は
、
本
州
最
東
端

の
街
陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
浄

土
ヶ
浜
（
極
楽
浄
土
と
謳
わ
れ

た
）
太
平
洋
か
ら
日
い
で
る
ト

ド
ヶ
埼
灯
台
、
田
老
三
王
岩
、
鮭

で
本
州
一
名
高
い
津
軽
石
川
を
有

す
る
街
に
宮
古
支
部
が
有
り
ま

す
。
１
９
６
６
年
に
岩
手
県
空
手

道
連
盟
設
立
総
会
に
同
期
の
戸
塚

雅
英
と
盛
合
徳
朗
が
岩
手
医
大
で

の
会
議
に
参
加
す
る
。
１
９
６
９

年
宮
古
市
に
お
い
て
、
同
期
で
松

濤
館
空
手
道
を
大
学
で
や
っ
て
来

〜
21
日
パ
ナ
マ
・
2
月
22
日
〜
26

日
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
3
月
2
日
〜

6
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
3
月
7
日
〜

13
日
ル
ー
マ
ニ
ア
・
3
月
14
日
〜

18
日
ス
ペ
イ
ン
・
3
月
21
日
〜
26

日
イ
タ
リ
ア

【
田
中
慎
二
指
導
員
】

◎
Ｈ
18
年
9
月
29
日
〜
10
月
10
日

南
米
・
11
月
4
日
〜
13
日
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
11
月
14
日
〜
28
日
英
国

◎
Ｈ
19
年
3
月
1
日
〜
14
日
ベ
ル

ギ
ー
・
3
月
15
日
〜
21
日
ド
イ
ツ
・

3
月
22
日
〜
26
日
英
国

【
金
澤
文
敏
指
導
員
】

◎
Ｈ
18
年
10
月
14
日
〜
18
日
米
国
・

12
月
14
日
〜
18
日
ベ
ル
ギ
ー
◎
Ｈ

19
年
3
月
1
日
〜
18
日
オ
ー
ス
ト

リ
ア

【
金
澤
大
藏
指
導
員
】

◎
Ｈ
18
年
10
月
1
日
〜
7
日
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

た
友
人
達
と
大
会
に
出
る
た
め
に

宮
古
支
部
を
設
立
。
宮
古
支
部

は
、
県
民
大
会
、
市
民
体
、
県
選

手
権
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
い
る
。

１
９
７
０
年
大
阪
万
博
が
あ
っ
た

年
、
我
が
会
社
も
万
博
旅
行
が
有

り
、
太
陽
の
塔
に
登
っ
た
事
思
い

出
し
ま
す
。
会
社
の
役
員
を
し
て

い
た
故
金
澤
勘
兵
衛
先
生
か
ら
金

澤
和
宗
宗
家
を
紹
介
さ
れ
益
々
空

手
道
に
夢
中
に
な
る
の
で
あ
る
。

１
９
７
２
年
都
道
府
県
の
大
会
が

始
ま
っ
た
協
会
全
国
大
会
に
出
場

ま
た
第
１
回
全
東
北
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。
１
９
７
５
年
金
澤
勘

兵
衛
先
生
か
ら
金
澤
英
夫
先
生
が

来
て
い
る
。
宮
古
病
院
に
赴
任
し

て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
宮
古
病
院

の
官
舎
に
行
っ
た
り
し
て
益
々
空

手
道
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
市
民

体
、
県
民
大
会
な
ど
参
加
出
場
し

て
い
る
釜
石
市
で
行
わ
れ
た
県
民

大
会
に
は
、
英
夫
先
生
の
奥
様
が

出
場
賞
を
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

１
９
７
９
年
国
際
松
濤
館
に
加
盟

全
日
本
大
会
に
１
９
８
１
年
に
出

場
し
て
い
る
。
熊
谷
功
、
鳥
居
富

輝
恵
、
小
林
頼
信
、
が
第
１
回
に

入
賞
し
て
い
る
。
第
１
回
か
ら
第

37
回
ま
で
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
歴
史
と
共
に
宮
古
支

部
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

我
の
好
き
な
言
葉
を
紹
介
し
て
新

支
部
長
を
紹
介
し
ま
す
。

　

継
続
は
力
な
り

　
　

思
索
と
行
動
は

　
　
　

人
生
の
双
つ
の
翼
だ

宮
古
支
部
の
新
支
部
長
は
、
大
久

保
綾
馬
支
部
長
で
あ
り
ま
す
。
大

久
保
綾
馬
支
部
長
は
、
少
年
時
代

よ
り
空
手
道
を
練
習
し
て
少
年
大

会
、
県
大
会
、
県
民
大
会
、
高
校

総
体
な
ど
入
賞
経
験
し
て
い
る
指

導
者
で
あ
り
ま
す
。
支
部
長
代
行

を
踏
ま
え
て
指
導
者
と
し
て
経
験

し
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
自
分
は

会
長
と
し
て
支
部
を
支
え
て
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

押
忍

　

盛
合
徳
朗



（4） 第82号國際松濤館会報・天地人平成31年（2019）3月16日

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟

会　

長

平

沼

赳

夫
滝
井
記
念
武
道
振
興
財
団

理

事

長

岩
崎
三
四
郎

（
一
社
）儀
間
派
松
濤
館
流
空
手
道
協
会
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
武
道
院
副
理
事
長

儀
間
派
松
濤
館　

東
京
都
中
野
区
上
鷺
宮
４

−

14

−

19

　
　

本
部
道
場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０（
１
０
３
６
）４
３
４
６

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
５
）
３
９
９
８

樋

口

郁

夫

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟 

有
段
者
会

会　

長

郭

志

權

有
限
会
社
楊
名
時
太
極
拳
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
２−

５−

10−

４
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
２
５
９
）
８
５
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
２
５
９
）
８
６
１
０

代
表
取
締
役

楊

慧

（
社
）詩
吟
朗
詠
錦
城
会

総
本
部　

東
京
都
港
区
麻
布
十
番
２

−

４

−

14

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
５
４
８
４
）
４
３
３
９

錦

城

流

大

師

範

和

田

錦

堯

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟

顧

問

Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル

琉
球
古
武
道
普
及
会

白
鶴
拳
法
研
究
会

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
６
６
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
（
１
０
３
６
）
４
３
４
６

会　

長

宗

師

範

祖
父
江
利
久

株
式
会
社

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル

株
式
会
社
東
京
堂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

東
京
都
台
東
区
柳
橋
１

−

10

−

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
８
６
６
）
２
９
９
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
８
６
４
）
９
６
４
６

上

田

亮

一

拓
殖
大
学
空
手
部
Ｏ
Ｂ
会

顧

問

田

中

祥

一

楊
家
養
心
太
極
拳

師

家

楊　

麻

紗

平 

澤 

道 

場札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
二
条
１

−

２

−

22

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
１
１
（
８
１
２
）
６
１
９
８

平

澤

髙

志

弘 

前 

支 

部青
森
県
弘
前
市
一
町
田
字
村
元
６
０
８

−

17

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
１
７
２
（
８
２
）
４
８
３
７

中

野

隆

夫

江 

戸 

道 

場

北
海
道
利
尻
郡
利
尻
町
沓
形
字
泉
町
１
１
７

−

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
６
３
（
８
４
）
３

５

０

１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
６
３
（
８
４
）
３

５

０

１

江

戸
　

盛

岩 

手 

県 

本 

部
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
沖
15

−

20

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
９
３
（
６
３
）
６
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
９
３
（
６
４
）
５
６
６
５

金

澤

英

夫

養 

気 

塾
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
沖
15

−

20

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
９
３
（
６
３
）
６
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
９
３
（
６
４
）
５
６
６
５

金

澤

英

夫

空
手
衣
の
ヒ
ロ
タ

北
里
大
学 

悟 

空 

会

東
京
都
市
大
学
空
手
道
部

東
京
支
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
５
３
４
２
）
３
０
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
５
３
４
２
）
３
０
５
２

㈱
守
礼
堂

北
海
道
斉
藤
道
場

北
海
道
夕
張
郡
栗
山
町
角
田
１
３
２

−

19

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
１
２
３
７
（
２
）
６
２
３
４

斉

藤

栄

吉

東
京
都
市
大
学
柏
空
会

会　

長

小

穴

敏

行

東
　
海
　
堂

東
京
都
文
京
区
本
郷
１

−

15

−

２

第
一
三
沢
ビ
ル
３
Ｆ

会　

長

杉

浦

太

郎

宮 

古 

支 

部岩
手
県
宮
古
市
津
軽
石
５

−

43

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
９
３
（
６
７
）
２
８
７
８

支

部

長

会　

長

大
久
保
綾
馬

盛

合

徳

朗

型染版画　田中　清

賀
正 

己
つ
ち
の
と
い亥 

元
旦
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渋
川
支
部

田
辺
寛
治

目
黒
支
部

福
田
泰
芳

室
蘭
支
部

橋
詰
正
人

小
浜
支
部

下
西　

昭

正
濤
館

金
丸
定
三
郎

名
古
屋
国
際

　

松
濤
館
ク
ラ
ブ

大
西
春
樹

輝
風
空
手
塾

遠
藤　

清

出
雲
支
部

小
村
裕
治

拳
和
会

吉
村
圭
司

神
通
館

加
藤
啓
史

松
濤
館

盛
岡
加
賀
ク
ラ
ブ

加
賀
三
郎

新
風
館

岩
倉
永
幸

米
沢
支
部

府
野
健
次

松
江
支
部

高
橋
順
一

高
崎
支
部

塚
越
博
之

井
口
文
華
堂横

浜
市
港
北
区
日
吉
本
町
１

−

19

−

14

井
口
文
華
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
５
（
５
６
３
）
１
６
０
０

店

長

牧　

新

生

長
岡
支
部
空
美
会

新
潟
県
長
岡
市
花
園
東
２

−

１
３
０

−

４

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
０
（
５
８
０
７
）
８
１
７
４

高

山

茂

和

誠　

道　

館
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
高
久
甲
５
７
２
９

−

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
０
（
４
９
１
３
）
２
７
７
５

細

川

輝

秋

糸
魚
川
能
生
支
部

新
潟
県
糸
魚
川
市
能
生
２
３
３
５

−

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
０
（
８
０
３
９
）
２
３
６
６

岡

本

利

光

那 

須 

支 

部栃
木
県
那
須
郡
馬
頭
町
大
字
馬
頭
３
６
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
８
７
（
９
２
）
２
５
２
０

高

野

和

郎

栃
木
県
足
利
市
鹿
島
町
５
６
２
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
８
４
（
６
５
）
３
０
１
１

猪

越

省

介

サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
原
宿　

久
が
原
道
場

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
６

−

27

−

８

京
セ
ラ
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
５
７
６
６
）
０
２
５
７

東

郷

實

元

日
野
空
手
道
教
室

神
奈
川
県
横
浜
市
港
南
区
日
野
中
央
３

−

39

−

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
５
（
８
３
１
）
６　

０　

０　

３

本

荘

淳

一

宇
都
宮
支
部
修
忍
館

栃
木
県
宇
都
宮
市
岩
曽
町
８
８
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
８
（
６
６
２
）
０
４
８
６

鈴

木

誠

司
秦 

野 

支 

部神
奈
川
県
秦
野
市
西
田
源
３
９
０

−

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
６
３
（
８
１
）
５
７
７
１

飯

山

一

男

株
式
会
社　

天
草
引
越
セ
ン
タ
ー

東
京
都
新
宿
区
喜
久
井
町
45
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
２
０
３
）
１
３
１
１

越

川

和

雄

静 

岡 

支 

部静
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
片
岡
２
８
８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
４
８
（
３
３
）
９
２
０
９

大

石

清

美

横 

浜 

支 

部神
奈
川
県
平
塚
市
天
沼
６

−

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
６
３
（
２
１
）
４
７
９
１

杉

山

郁

郎

中
津
拳
心
会
支
部

大
分
県
中
津
市
上
宮
永
２

−

16

−

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７
９
（
２
２
）
５
５
２
３

高

倉
　

護
針 

原 

支 

部富
山
市
蓮
町
２

−

９

−

20

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
（
４
３
７
）
７
０
１
５

榊

原

一

彦

岩
手
県
山
田
支
部

岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　

船
越
14

−

８

−

３
２
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
９
３
（
８
４
）
２
９
５
０

佐

々

木　
　

博

新 

庄 

支 

部山
形
県
新
庄
市
大
字
荻
野
３
３
４
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
３
３
（
２
５
）
３
１
５
１

安

食
　

孝

山 

形 

支 

部山
形
県
東
村
山
郡
中
山
岡
93

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
３
６
（
６
２
）
４
６
５
７

石

川

寿

広

宮 

城 

県 

本 

部
宮
城
県
角
田
市
岡
字
駅
前
南
30

−

７

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
２
４
（
６
８
）
２
０
１
２

藤

島

正

弘
趣
味
の
切
手
・
古
銭
・
テ
レ
カ
・
金
券
類
売
買

ケ
ネ
デ
ィ
ス
タ
ン
プ
ク
ラ
ブ

東
京
都
新
宿
区
四
谷
１

−

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
３
５
３
）
６
７
５
５

矢　

澤　

幸
一
郎

（
株
）　　

救　
　
　
　

命

富 

山 

支 

部富
山
市
北
代
一
区
４
９
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
（
４
３
４
）
０
８
６
１

理

事

支

部

長

名
誉
会
長

会　

長

山

田

幸

一

小

森

茂

敏

庄

司

宗

令

吉　

田　
　
　

勉

國
際
松
濤
館
空
手
道
近
畿
連
合
会

大
阪
支
部　

八
尾
支
部

源
精
会　

京
都
北
支
部　

小
浜
支
部

津
支
部　

松
江
支
部　

兵
庫
支
部

（
一
社
）
三
多
摩
空
手
道
連
盟

（
連
絡
先
）
神
奈
川
県
相
模
原
市

　
　
　

中
央
区
上
溝
四
二
四

−

九（
佐
藤
）

事
務
局
長

専
務
理
事

会　

長

佐　

藤　
　
　

淳

田

村

幸

保

野

村

有

信

富 

山 

北 

支 

部
富
山
市
西
宮
１
２
２

−

25

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
（
４
３
８
）
４
５
５
８

支

部

長

育
英
会
長

会　

長

寺

岡

精

一

小

井

昌

宏

杉　

本　
　
　

正

市 

川 

支 

部

支

部

長

恵　

下　
　
　

繁

有
段
者
会

会

長

藤

井

俊

正
高　

志　

会

代

表

者

髙　

橋　
　
　

寿

顧

問

猪

俣

富

一
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正 

座
「
心
と
気
を
主
体
と
し
た

二
つ
の
正
座
作
法
」

正
座
法
1

正
座
法
2

　

空
手
道
の
道
場
で
は
、
稽
古
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
正
座
を
し
て
神
前
（
正
面
）、
先

生
、
そ
し
て
、
お
互
い
に
礼
を
す
る
の
が
一
般
的
な
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

礼
と
は
、
自
分
の
敬
意
や
感
謝
の
動
作
に
よ
っ
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
座
も
そ

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
空
手
道
に
は
、
正
座
の
作
法
と
し
て
二
つ
の
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

結
立
の
姿
勢
か
ら
左
足
を
後
方
に

半
歩
引
き
、
膝
を
曲
げ
て
床
に
つ
け

ま
す
。

　

も
う
一つ
の
正
座
法
は
、結
立
か
ら（
写
真
①
）蹲
踞
の
姿
勢
と
な
り

（
写
真
②
）、左
足
か
ら
右
足
の
順
で
床
に
膝
を
つ
け
ま
す
。（
写
真

③
）こ
の
時
点
で
は
、ま
だ
両
足
の
爪
先
を
立
て
て
お
き
ま
す
。（
跪
座
）

　

次
に
右
足
を
引
い
て
膝
を
床
に
つ

け
ま
す
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ

両
足
の
爪
先
は
立
て
て
お
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、左
足
首
か
ら
先
に
伸
ば
し（
写
真
④
）、次
に
右
足
首

を
伸
ば
し
て
腰
を
落
と
し
ま
す
。（
写
真
⑤
）当
連
盟
で
は
宗
家

の
お
考
え
の
も
と
こ
ち
ら
の
正
座
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
に
左
足
首
か
ら
伸
ば

し
、
次
に
右
足
首
を
伸
ば
し
て
腰
を

落
と
し
ま
す
。

　

座
っ
た
時
の
姿
勢
は
、
二
つ
の
座
法
共
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
膝
と
膝
の
間
を
拳

二
つ
ほ
ど
開
き
、
顎
を
引
き
、
鼻
の
穴
と
へ
そ
を
結
ぶ
直
線
が
床
と
垂
直
に
な
る
よ
う
に
背
筋

を
伸
ば
し
ま
す
。
そ
し
て
、
肩
の
力
を
抜
き
、
両
手
は
腿
の
上
に
軽
く
乗
せ
て
く
だ
さ
い
。

1
の
座
法
は
、
謙
虚
な
作
法
で
あ
り
、〝
心
〟
を
主
体
と

し
て
創
案
さ
れ
ま
し
た
。

2
の
座
法
は
、
積
極
性
（
前
進
的
心
境
）
が
み
ら
れ
る
も

の
で
、〝
気
〟
を
主
体
と
し
て
創
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
も
の
の
他
に
も
様
々
な
正
座

法
が
あ
り
、
膝
と
膝
の
間
隔
や
、
足
の
親
指
の

重
ね
方
な
ど
、
細
か
い
作
法
も
そ
れ
ぞ
れ
の
武

道
や
芸
道
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

正
し
い
姿
勢
と
、
空
手
道
に
通
ず
る
所
作
を
意

識
し
、
心
を
込
め
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

金澤大藏 指導員の巻

1

2

3

4

5

6
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第
13
回
世
界
選
手
権
大
会
開

催
地
、チ
ェコ
共
和
国
の
フ
ラ
デ
ツ・

ク
ラ
ー
ロ
ベ
ー
は
、国
際
松
濤
館
欧

州
連
盟
の
２
０
１
７
年
全
ヨ
ー
ロッ

パ
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
た
地

で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
7
月
16
日
と
17
日

に
は
技
術
講
習
会
、審
判
実
技
講

習
会
お
よ
び
昇
段
審
査
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。参
加

※現時点での予定であり、内容・料金等が変更になる場合がございます。
※ご不明な点は、総本部事務局まで。03-3754-5481

国
の
皆
様
は
、二
カ
所
の
ス
ポ
ー
ツ

ホ
ー
ル
で
稽
古
用
の
畳
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

選
手
権
大
会
は
、7
月
19
日

（
金
）にČ

P
P

ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、少
年
個
人
の
部
お
よ
び
マ
ス

タ
ー
の
部
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

世
界
選
手
権
大
会
の
メ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、20
日（
土
）の
個
人
20

歳
以
下
の
部
お
よ
び
シ
ニ
ア
の
部

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
の
土

曜
日
に
は
、開
会
式
も
執
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
最
終
試
合
は
、チ
ェコ

共
和
国
で
最
も
有
力
な
民
放
ス

ポ
ー
ツ
テ
レ
ビ
局
で
あ
るN

O
V

A
 

SPO
R

T

で
ラ
イ
ブ
放
映
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。選
手
権

大
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、す
な
わ
ち

w
w

w
.skif2019.com

.

か
ら
は
、

全
試
合
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

21
日（
日
）に
は
、団
体
型
の
部

と
団
体
組
手
の
部
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
し
て
、ČPP

ア
リ
ー
ナ
の
両

ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
サ
ヨ

ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、す
べ
て
の
幕
が

閉
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
世
界
選
手
権
大
会

は
、す
べ
て
の
来
訪
者
に
対
し
て
日

本
文
化
と
武
道
を
紹
介
す
る
た
め

の
付
属
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含
ん
で
お

り
ま
す
。

■
第
30
回
國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟

　

三
多
摩
空
手
道
大
会

　

平
成
30
年
９
月
16
日（
日
）

　

あ
き
る
野
市
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　
【
参
加
】
１
８
０
名

●
型
の
部

幼
児
①
山
崎
尊
都（
雄
心
会
）②
三
井

瑠
夏（
白
粋
会
）③
上
原
世
梛（
教
導

館
）◯敢
渡
邊
晴（
教
導
館
）◯敢
小
崎
衣
桜

（
教
導
館
）小
学
生
白
帯
①
宇
佐
見
姫

那（
雄
心
会
）②
田
島
琴
葉（
雄
心
会
）

③
本
間
多
喜（
雄
心
会
）◯敢
川
杉
陸（
青

梅
）◯敢
佐
々
木
亮
太
朗（
立
川
）◯敢
樋
渡

幸
矢（
雄
心
会
）◯敢
藤
原
琉
翔（
青
梅
）

◯

敢
近
藤
朱
華（
白
粋
会
）小
生
１
・
２

年
①
二
瓶
麻
那（
帝
誠
館
）②
清
水
佑
都

（
雄
心
会
）③
篠
原
桜
花（
青
梅
）◯敢
中

村
匡
輝（
立
川
）◯敢
吉
村
宥
眞（
立
川
）

◯

敢
髙
橋
未
來（
立
川
）◯敢
佐
藤
榛（
雄

心
会
）◯敢
隅
倉
翔
太（
雄
心
会
）小
学

３
・
４
年
①
廣
瀬
柊
由（
立
川
）②
田

澤
狼（
白
粋
会
）③
黒
澤
真
丞（
弥
栄
）

◯

敢
小
川
皓
大（
雄
心
会
）◯敢
齊
藤
憧（
青

梅
）◯敢
中
村
悠
真（
立
川
）◯敢
栗
原
大
和

（
雄
心
会
）◯敢
佐
野
朱
莉（
教
導
館
）小

学
５
・
６
年
①
齋
藤
遼（
青
梅
）②
菊

池
康
誠（
弥
栄
）③
本
間
楽（
雄
心
会
）

◯

敢
荻
野
紫
龍（
相
模
原
）◯敢
樋
渡
幸
晟

（
雄
心
会
）◯敢
眞
倉
諒（
中
野
道
場
）

◯

敢
田
岡
大
雅（
弥
栄
）◯敢
小
野
琥
呂
輔

（
立
川
）中
学
生
①
田
島
靖
健（
雄
心

会
）②
大
塚
達
喜（
弥
栄
）③
渡
辺
暁
都

（
相
模
原
）◯敢
花
見
丞
梓（
相
模
原
）一

般
有
級
①
大
場
日
菜
乃（
昭
和
第
一
）

②
小
木
戸
瑛
斗（
昭
和
第
一
）③
中
井

敏
幸（
昭
和
第
一
）◯敢
山
崎
達
也（
多
摩

工
業
）一
般
有
段
①
作
田
歩
夢（
昭
和

第
一
）②
福
元
太
朗（
昭
和
第
一
）③
中

尾
梨
紗（
昭
和
第
一
）◯敢
吉
澤
結
月（
昭

和
第
一
）マ
ス
タ
ー
ズ
①
櫻
井
ま
ゆ
み

（
八
王
子
）②
相
子
啓
子（
立
川
）③
南

出
哲
生（
立
川
）◯敢
織
田
真
一
郎（
八
王

子
）小
学
生
団
体
①
弥
栄
支
部（
菊
池

康
誠
・
田
岡
大
雅
・
黒
澤
真
丞
）②
青

梅
支
部（
野
島
亨
介
・
齊
藤
遼
・
齊
藤

憧
）③
立
川
支
部（
小
野
琥
呂
輔
・
中

村
悠
真
・
廣
瀬
柊
由
）

●
組
手
の
部

幼
児
①
山
崎
尊
都（
雄
心
会
）②
三
井

瑠
夏（
白
粋
会
）③
渡
邊
晴（
教
導
館
）

◯

敢
小
崎
衣
桜（
教
導
館
）小
学
１
・
２

年（
男
子
）①
中
村
匡
輝（
立
川
）②
隅

倉
翔
太（
雄
心
会
）③
田
中
唯
翔（
相
模

原
）◯敢
西
山
徹
吾（
帝
誠
館
）◯敢
樋
渡

幸
矢（
雄
心
会
）◯敢
船
橋
巧
椰（
中
野

道
場
）◯敢
吉
村
宥
眞（
立
川
）◯敢
佐
藤
榛

（
雄
心
会
）小
学
１
・
２
年（
女
子
）①

遠
藤
咲
綾（
弥
栄
）
②
二
瓶
麻
那（
帝

誠
館
）
③
眞
倉
亜
依（
中
野
道
場
）◯
敢

宇
佐
見
姫
那（
雄
心
会
）◯

敢
浜
田
和
音

（
弥
栄
）◯

敢
篠
原
桜
花（
青
梅
）◯
敢
近

藤
朱
華（
白
粋
会
）◯

敢
髙
橋
未
來（
立

川
）
小
学
３
・
４
年（
男
子
）①
西
田
礼

（
帝
誠
館
）
②
仙
波
逢
空（
帝
誠
館
）

③
栗
原
大
和（
雄
心
会
）◯

敢
田
澤
狼

（
白
粋
会
）◯

敢
吉
村
和
眞（
立
川
）◯

敢

栗
山
諒
士（
若
草
）◯

敢
栗
原
悠
途（
雄

心
会
）◯

敢
宇
佐
見
虎
琉（
雄
心
会
）
小

学
３
・
４
年（
女
子
）①
佐
野
朱
莉（
教

導
館
）
②
篠
原
菜
花（
青
梅
）
③
浜

田
和
花（
弥
栄
）◯

敢
田
澤
麗
葉（
白
粋

会
）◯

敢
滝
澤
優
奈（
青
梅
）◯

敢
青
木
樹

夏（
白
粋
会
）◯敢
池
田
陽
乃（
白
粋
会
）

小
学
５
・
６
年（
男
子
）①
山
崎
太
雅

（
白
粋
会
）②
オ
ル
ベ
ン
ア
レ
ジ（
雄

心
会
）③
小
林
源（
帝
誠
館
）◯敢
本
間
楽

（
雄
心
会
）◯敢
菊
池
康
誠（
弥
栄
）◯敢
小

野
琥
呂
輔（
立
川
）◯敢
荒
井
陽
向（
若

草
）◯敢
佐
々
木
裕
希（
教
導
館
）小
学

５
・
６
年（
女
子
）①
西
脇
千
夏（
教
導

館
）②
栗
山
心
寧（
若
草
）③
西
村
瑠
奈

（
雄
心
会
）◯敢
廼
島
優
海（
教
導
館
）◯敢

山
下
日
菜
子（
弥
栄
）◯敢
織
田
琴
湖（
八

王
子
）◯敢
伊
藤
千
夏（
白
粋
会
）◯敢
佐

藤
小
春（
中
野
道
場
）中
学
生（
男
子
）

①
花
見
丞
梓（
相
模
原
）②
松
下
慧
太

郎（
帝
誠
館
）③
平
山
葉（
帝
誠
館
）◯敢

高
岡
広（
帝
誠
館
）中
学
生（
女
子
）①

西
田
沙
礼（
帝
誠
館
）②
福
元
穂（
白
粋

会
）
③
美
濃
部
菜
（々
白
粋
会
）◯敢
堀

田
茉
莉
愛（
白
粋
会
）一
般
女
子
①
中

尾
梨
紗（
昭
和
第
一
）②
吉
澤
結
月（
昭

和
第
一
）③
大
場
日
菜
乃（
昭
和
第
一
）

◯

敢
相
子
里
美（
立
川
）一
般
有
級（
男

子
）①
中
井
敏
幸（
昭
和
第
一
）②
長
田

龍
空（
昭
和
第
一
）③
小
木
戸
瑛
斗（
昭

和
第
一
）◯敢
樋
口
清
吾（
昭
和
第
一
）一

般
有
段（
男
子
）①
作
田
歩
夢（
昭
和
第

一
）②
大
川
左
武（
若
草
）③
堀
田
優
樹

（
昭
和
第
一
）◯

敢
吉
澤
龍
星（
多
摩
工

業
）マ
ス
タ
ー
ズ（
男
子
）①
田
澤
直
樹

（
白
粋
会
）②
南
出
哲
生（
立
川
）③
田

畑
勝
利（
教
導
館
）◯敢
高
橋
健
一（
弥

栄
）マ
ス
タ
ー
ズ（
女
子
）①
河
埜
綾
子

（
誠
空
館
）②
田
澤
里
美（
白
粋
会
）

③
堀
田
与
至
子（
白
粋
会
）◯敢
竹
埜
佳
織

（
誠
空
館
）小
学
生
約
束
組
手
①
弥
栄

支
部
Ｂ（
福
留
琥
夏
・
菊
池
康
誠
）②

弥
栄
支
部
Ａ（
山
下
日
菜
子
・
山
下
知

沙
子
）③
青
梅
支
部（
齊
藤
憧
・
齊
藤

遼
）◯敢
立
川
支
部（
中
村
匡
輝
・
吉
村

宥
眞
）

月日 スケジュール 大会日程
7/14
（日）

21:00（羽田空港）国際線ターミナル集合
深夜便 羽田発→ドーハ着（乗継便にて）

14日夜集合

7/15
（月）

選手・応援団 オプショナルツアー

計量プラハ着→専用車にて→
フラデツクラローベ→ホ

テルチェックイン

ミュンヘン着→専用車に
て→ミュンヘン半日観光

（ミュンヘン宿泊）

7/16
（火）

調整
（フラデツクラローベ宿泊）

ノイシュバンシュタイン
城など1日観光

（レーゲンスブルク宿泊）

有段者会セミナー
審判会議
計　　量

7/17
（水）

調整
（フラデツクラローベ宿泊）

レーゲンスブルク観光→
専用車にて移動→

（フラデツクラローベ宿泊）

有段者会セミナー
審判会議
計　　量

7/18
（木）

調整
（大会終了までフラデツクラローベ宿泊）

昇段審査
世界会議

7/19
（金）

大会期間
「ČPPアリーナ」

ジュニア・マスターズ
予選・決勝

7/20
（土）

大会期間
シニア予選

開会式

7/21
（日）

大会期間
シニア決勝

閉会式
サヨナラパーティー

7/22
（月）

チェックアウト後→専用車にて→
クラクフ観光〜プラハ観光（聖バルバラ教会）

（プラハ宿泊）
　

7/23
（火）

チェスキー・クルムロフ城博物館〜
プラハ旧市街観光
（プラハ宿泊）

　

7/24
（水）

チェックアウト後→専用車にて空港へ
午後便　プラハ発→ドーハ着（乗継便にて）

　

7/25
（木）

深夜便　ドーハ発→夕方　成田着
（解散）

　

SKIF第13回チェコ世界大会参加・応援ツアー
12日間旅行代金￥339,800（オプショナルツアーは￥394,800）チ

ェ
コ
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ＳＫＩＦ－チェコ共和国会長
カミル グゼク

世
界
大
会
情
報

大
会
結
果
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■
昇
段
者
名

少
年
初
段	

	

52
名

鼻
戸　

勇
瑠	
（
帝
誠
館
）

佐
藤　

凌
海	
（
帝
誠
館
）

小
林　
　

源	
（
帝
誠
館
）

佐
藤　

小
春	

（
中
野
道
場
）

迫
田　

菜
生	

（
中
野
道
場
）

金
井　

柊
弥	

（
長
岡
支
部
）

髙
加
茂
優
実	

（
長
岡
支
部
）

小
林　

奈
々	

（
長
岡
支
部
）

横
田　

彩
葉	

（
雪
谷
支
部
）

新
津　

海	

（
雪
谷
支
部
）

祝
田　

高
佑	

（
山
田
支
部
）

鈴
木
智
香
乃	

（
山
田
支
部
）

小
野　

遙
士	

（
山
形
支
部
）

佐
藤
く
る
み	

（
山
形
支
部
）

伊
藤　

斗
明	

（
秦
野
支
部
）

谷　
　

朱
理	

（
雄
心
会
）

野
﨑　

花
音 

（
小
本
支
部
）

金
澤　

優
美	

（
小
本
支
部
）

柚
木　

崇
佑 

（
小
浜
）

佐
々
木
七
虹 

（
宮
古
支
部
）

田
鎖
海
麗
玲	

（
宮
古
支
部
）

手
塚
伊
央
里	

（
誠
道
館
）

郡
司　

波
琉	

（
誠
道
館
）

板
谷　

鴻
輝 

（
富
山
支
部
）

浜
守　

虹
空 

（
富
山
支
部
）

柴
垣　

李
咲 

（
富
山
支
部
）

久
保
田
龍
聖	

（
拳
和
会
）

藤
原　

悠
生 

（
寺
田
道
場
）

松
井　

愛
莉 

（
寺
田
道
場
）

藤
原　

希
美 

（
寺
田
道
場
）

堀　

凛
太
朗 

（
寺
田
道
場
）

秋
林　

優
花 

（
寺
田
道
場
）

本
間
梨
々
花 

（
寺
田
道
場
）

白
鳥　

素
生	

（
中
津
拳
心
会
）

森
本　

大
揮 

（
源
精
会
）

泉
谷
縞
太
朗 

（
源
精
会
）

国
内
98
名

海
外
582
名

斎
藤　

優
吾 

（
府
中
リ
ム
ザ
）

安
齊　

真
矢 

（
府
中
リ
ム
ザ
）

髙
橋　

雅
楽 

（
久
が
原
道
場
）

篠
澤　
　

諄 

（
久
が
原
道
場
）

鈴
木
健
ノ
介	

（
世
田
谷
支
部
）

塚
原　

琉
資	

（
世
田
谷
支
部
）

髙
橋　

享
佑 

（
八
王
子
支
部
）

廼
島　

優
海 

（
教
導
館
）

薗
田　

一
路 

（
教
導
館
）

佐
野　

斗
哉 

（
教
導
館
）

仲
野　

航
平 

（
平
塚
支
部
）

仲
野　

渚
沙 

（
平
塚
支
部
）

中
島　

匠
詠 
（
輝
風
空
手
塾
）

畑　
　

陽
大	
（
輝
風
空
手
塾
）

武
田　

竜
汰	
（
宮
城
県
本
部
）

川
浪　
　

蕾	

（
藤
島
道
場
）

少
年
弐
段	

	

２
名

藤
原
こ
の
か	

（
松
江
支
部
）

中
村　

日
翔 

（
府
中
リ
ム
ザ
）　

一
般
初
段	

	

26
名

岩
崎　

明
美	

（
糸
魚
川
支
部
）

齊
藤　

典
子	

（
糸
魚
川
支
部
）

矢
嶋　

正
治	

（
糸
魚
川
支
部
）

齊
藤　

勝
雄	

（
糸
魚
川
支
部
）

小
川　

敦
子	

（
糸
魚
川
支
部
）

恵
下　

明
信 

（
市
川
支
部
）

大
﨑　

皓
太 

（
魚
津
支
部
）

長
瀬　

久
子 

（
荻
窪
支
部
）

河
西　

祐
貴 

（
針
原
支
部
）

小
川　

哲
生 

（
富
山
北
支
部
）

桑
原　

類
史 

（
常
三
島
支
部
）

桑
原　
　

恵 

（
常
三
島
支
部
）

大
場
日
菜
乃	

（
昭
和
第
一
高
校
）

寺
田　

夕
子 

（
寺
田
道
場
）

多
田　
　

良	

（
山
形
支
部
）

金
丸　

拓
斗 

（
春
武
館
）

小
林　

宙
輝 

（
松
江
支
部
）

椋　
　

範
行 

（
松
江
支
部
）

大
泉　

裕
樹 

（
久
が
原
道
場
）

原
田　

紀
彦 

（
青
梅
支
部
）

龍
崎　

道
仁 

（
木
更
津
中
央
支
部
）

新
井
真
理
子	

（
若
草
支
部
）

本
田　
　

匡 

（
名
古
屋
支
部
）

長
谷
川
剛
雅 

（
名
古
屋
支
部
）

諏
訪　

友
香 

（
加
賀
ク
ラ
ブ
）

鈴
木　

広
弥 

（
加
賀
ク
ラ
ブ
）

一
般
弐
段	

	

９
名

神
部
美
由
紀	

（
久
が
原
道
場
）

髙
橋
あ
か
ね	

（
久
が
原
道
場
）

鹿
子
嶋
議
譜	

（
久
が
原
道
場
）

宇
津　
　

明	

（
久
が
原
道
場
）

木
村　

彰
利	

（
中
野
道
場
）

中
村　
　

守 

（
平
塚
支
部
）

咲
間　

澄
乃	

（
宮
城
県
本
部
）

高
野　

敏
行	

（
藤
島
道
場
）

三
浦　
　

隆	

（
藤
島
道
場
）

一
般
参
段	

	

２
名

武
田　

裕
司	
（
宮
城
県
本
部
）

谷
口　
　

智	

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）	　
　
　
　

一
般
四
段	

	
７
名

近
藤　

知
尚	

（
久
が
原
道
場
）

斉
藤　
　

亨	

（
久
が
原
道
場
）

鎌
田　
　

広 

（
木
更
津
中
央
支
部
）

関　
　

克
行 

（
平
塚
支
部
）

玉
川　

寿
夫	

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）

臼
井　

和
男	

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）

藤
島　

義
一	

（
藤
島
道
場
）

　

今
号
が
平
成
の
元
号
で
の
最

後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
平
成

の
記
録
を
そ
っ
と
包
み
、
チ
ェ

コ
大
会
か
ら
新
し
い
記
録
に
入

り
ま
す
。（
窪
倉
）

下
川
淳
一
郎
宮
古
・
白
武
会
師

範　

２
月
25
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
（
享
年
73
）。
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

  

１
９
８
０
年
代
、
宗
家
は
ほ

ぼ
毎
年
、私
（
ウ
ル
フ
支
部
長
）

の
故
郷
で
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
ま
で
合
宿
の

た
め
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま

し
た
。
教
材
と
す
る
た
め
に
当

時
作
成
さ
れ
た
映
像
は
、
今
は

Y
ouT

ube

で
公
開
し
て
お
り
、

誰
で
も
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
年
前
に
、
久
し
ぶ
り
に
宗

家
に
お
会
い
し
よ
う
と
、
私
が

総
本
部
道
場
を
訪
ね
た
際
、
宗

家
か
ら
徳
島
で
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｆ
の
支

部
を
開
い
て
く
れ
な
い
か
と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
の
常

三
島
支
部
が
で
き
ま
し
た
。
ま

だ
「
若
い
」
道
場
で
、メ
ン
バ
ー

は
20
名
ほ
ど
、
週
に
２
回
行
っ

て
い
る
稽
古
に
熱
心
に
励
ん
で

い
る
人
は
10
名
前
後
で
す
。
稽

　

支
部
長
の
ウ
ル
フ・ヘ
ル
ベ
ル
ト
先
生
は
、金
澤
宗
家
の
『
我
が
空
手
人
生
』（
＝

日
本
武
道
館
）
の
独
語
翻
訳
者
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
哲
学
科
客
員
教
授
か
ら
現
在
は

徳
島
大
学
教
授
。〝
類
は
友
を
呼
ぶ
〟で
知
的
で
す
て
き
な
仲
間
の
多
い
道
場
で
す
。

編
集
後
記

古
は
徳
島
大
学

の
武
道
場
と

市
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
津
支
部

長
の
佐
野
和
重

師
範（
写
真
右
）

は
、
私
が
ウ
イ
ー
ン
大
学
の
学

生
時
代
に
通
っ
た
道
場
の
先
生

で
あ
っ
た
、
故
藤
永
康
之
先
生 

（
１
９
４
４
〜
１
９
９
５
）
の

友
人
で
す
。
そ
の
縁
も

あ
っ
て
、
佐
野
師
範
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
４
回

も
徳
島
で
空
手
道
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
良
き
恩

師
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
う
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
ご
指

導
頂
い
た
先
生
方
に
対

し
て
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
常
三
島
道
場

に
は
初
段
が
３
名
い
ま

す
。
最
初
に
誕
生
し
た

１
名
は
、
昨
年
夏
に
本

部
道
場
に
て
審
査
を
受
け
初
段

に
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
末
に
佐
野
師
範
の
ゼ
ミ
で
審

査
を
行
い
、
初
段
２
名
が
増
え

ま
し
た
。
当
道
場
の
メ
ン
バ
ー

は
、
２
名
の
小
学
生
を
除
け

ば
、
生
徒
の
大
半
は
年
配
者
で

す
。し
た
が
っ
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
空
手
で
は
な
く
健
康
の
た
め

の
空
手
道
を
中
心
と
し
て
実
践

し
て
い
ま
す
。
稽

古
で
は
、
基
本
・

組
手
・
型
を
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｆ
シ
ラ
バ
ス
に

沿
っ
て
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
空
手
道

の
美
学
に
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
い
ま

す
。中
国
の
武
術
で
も
、昔
か
ら
、

型
は
「
健
」「
用
」「
観
」
を
目

的
と
し
て
鍛
錬
す
べ
き
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
健
」
は
健
康

や
剛
健
の
意
味
で
、
用
は
実
用

や
応
用
を
指
し
て
い
ま
す
。
観

は
美
観
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
端

麗
な
美
し
い
演
武
で
す
。
私
は
、

こ
の
「
美
」
を
重
視
し
て
お
り
、

常じ
ょ
う
さ
ん
じ
ま

三
島
支
部　
　

支
部
長	

ウ
ル
フ・ヘルベル
ト

国名 Ｊ初 Ｊ弐 初段 弐段 参段 四段 五段 六段 七段 合計
オーストラリア 7 15 4 3 4 2 1 36
スイス 18 11 5 2 1 3 40
パラグアイ 1 1 4 6
チリ 2 6 1 1 10
パナマ 5 2 7
パプアニューギニア 1 1
イギリス 3 4 4 1 12
ドイツ 2 1 1 4
チェコ 1 1
ベルギー 9 5 7 1 3 1 26
アイルランド 2 9 4 3 1 19
カザフスタン 3 3
UAE 2 1 1 4
カナダ 2 2 1 1 6
スペイン 2 2
USA 15 13 5 5 1 39
ロシア 29 2 15 3 1 2 3 55
オーストリア 15 3 4 1 2 1 26
ハンガリー 1 3 1 1 6
イスラエル 1 1 1 1 4
イタリア 9 4 4 2 1 20
ウクライナ 4 4 8
マカオ 1 1
トルコ 1 1 4 6
デンマーク 9 26 13 9 5 1 1 64
コスタリカ 23 2 1 26
スリランカ 36 4 13 7 2 62
ミャンマー 1 7 5 1 1 1 16
オランダ 6 6
アルゼンチン 7 3 10
マレーシア 4 1 5
中国 1 1 2
香港 2 3 1 1 7
ベネズエラ 22 15 5 42
合計 121 6 238 106 56 25 18 11 1 582

優
雅
な
空
手
を
伝
え
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
生
徒
の
中

に
は
太
極
拳
の
先
生
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
時
に
は
楊
式
太
極

拳
を
嗜
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

空
手
を
通
し
て
心
身
の
鍛
練

に
励
む
こ
と
が
常
三
島
道
場
の

稽
古
で
す
。

総会前日に田中指導員によるセミナーが開かれました

訃
報




